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横浜市神奈川区西神奈川1-61サクラビアビル3F

「 86fはアメリカ空軍としては はじめ て晏退IIを つ ,1
戦闘機として 1948年 に配備された機体
1950年 6月 258に 朝鮮戦争が勃発すると iク llt,‖え

するために数多くの権体が朝鮮半島を中 ●111備 される
こととなる
F86=0は 1'S2年 に主要線を聞付根で6イ ンチ 買喘

`3イ ンチ張 り出した通称63ウ イングを持 |,た もの

また 日前線の70%の 位日に高さSイ ンテの吟寄麟檄■ つけ
スラットをなくしたことで翼端矢連を防止,る処聟がイ,われ

ている

超高速戦闘機の時代に入り これ以上の生産はない ,ヽの と

思われていた時に スラットを取り付け20イ ンチ買喘

^延長することで あ空ての性能を上げたのかf86「
`0No 401は 20機供与されたF8630の うちの記念すヽ l`号

機  このNo 401ま 後に偵彙型に改燎されている
No 4,7は 日本の防空に27年 間従0した名戦闘腋である

昭和b7年 3月 16日 に情 しまれながら退役 した

1各型諸元

憲 !

デカールのはりかた
1貼 りたいマークを台紙から切り抜きます
2デカールをぬるま場にЮ秒ほと浸してから

タオル等の市の上におきます

=台
紙のはしを手で持ち 説明図で指示された

曝所 , マークをスライ ドさt● てモデルの上に
移して下さ|■

4指 10少 し水をつけてマークをぬらしながら
正しい0目にすらし,す

S柔 らかい布でテカール内

"の
気泡を押し出し

なから おしつけるようにして水,,を 取ります

モケイラッキー i〒 221-0822
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● コックビッ ト、胴体の組み立て
Fuselage assembly

フラットフラック
Flat black

′30
ジンクロタイプ1 クレオスNo351
/40
グレー クレオス No73
9町

0尾翼の組み立て
VVings installation

0エアープレーキ、
Tal instalation

田 エアープレーキを閉じる場合は A5,A6は 使用しません
Not use AS and A6 when closed,
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Airintake&Seatinsla‖ at on

クリヤーオレンジ
Cloa,o,ao9o

|́|,| |
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ジンクロタイプl FS3415]
クレオスNo351

|==

0主翼、脚カバーの組み立て
VVings installation

脚の取り付け フラットブラック
Flat blκ kundercain

insta‖ at on

シルバー
SIヽo`

ンクの組み立て
Fueltank assembly

0燃料タンクの取り付け
Lower fuselage instailation

キャノピーの取 り付け
CanopyhTTЧ

ヽヽ 7
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-40型

シ,レ 一ヽ
Siヽo, に/

ジンクロタイプ1 FS341 51
クレオスNo351

シルバー
Si",`

〇主翼、脚カバーの組み立て
Wings instalat on

の取り付け

0燃料タンクの組み立て
Fueltank assembly

0キャノピーの取り付け
Canopy insta

MCT‐004



●塗装とマーキング
Painlng&Apply Decals

◎航空自衛隊供与1号機
昭和31年 3月  航空自衛隊第一飛行隊 浜松基地

クロームシルバー
Chl● mo i vo, クロームシルバー

,～ o,

オリープトラブ
v● d●b

オリーブドラブ
01 ●0ぃ0

ライトグレー
[9ht 9`ty

クロームシルバー
Chromo S ver

0航空自衛隊最終フライト機
昭和57年 3月  航空総隊 入間基地

クロームシルバー
Chro,● o,lv。 |

クロームシルバー
ChЮ me J vo`

ライトグ
しight 9rey

ライトグレー

○数字はデカールの番号です.
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